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日本の高齢化対策の国際発信に関する研究 

        

研究代表者  近藤 尚己 （東京大学大学院医学系研究科） 

 

 

 

Ａ．研究目的  

 世界保健機関（WHO）が 2015 年に初の

高齢化に関するレポート：World Report on 

Ageing and Health を出版した。このレポー

トでは、高齢者の多様性への対応・格差・

差別（エイジズム）・社会変化・高齢者の

権利等に着目し、今後の高齢化対策の指針

が示された。WHO はまた、2020 年を目標

研究要旨 

世界保健機関（WHO）が進める Healthy Ageing の世界戦略をはじめとした、高齢者保健に

むけた世界的な動きが加速している。世界で先駆けて高齢化を迎え、その対応のためのシステム

をつくってきた日本からの発信を増やし、世界の施策に貢献すること、また世界的な動向から日

本が学ぶべきことを理解し日本の施策への実装の一助とすることを目的とした。 

初年度は、世界的な動向の把握と国内の高齢者保健に関する最新のエビデンスや各国に有益

と思われる概念やツールに関する情報の取りまとめをした。特に、国内において高齢者保健の施

策に大きな影響を与えてきた日本老年学的評価研究（JAGES）の学術的成果や自治体との実践

経験、対策のためのデータツールを基盤とした国際発信に重点を置いた。 

その結果、2017 年に WHO が出版した「高齢者のための包括ケアガイドライン（ICOPE）」

が二次予防に特化したものにとどまっていることから、日本が培ってきた一次予防のための地

域環境整備や組織連携の具体的なノウハウの知識提供や技術移転により、国際的な貢献ができ

る可能性が高いこと、反対に年齢差別への対策など世界的に重視されながら国内ではあまり議

論が進んでいない事があり、対応が求められることなどが分かった。また、JAGES が全国約 30

の自治体と実施してきたエビデンスの創成とその社会実装のスキームが、今後急速に高齢化を

迎える中低所得国にも応用可能な knowledge translation の好事例となり得ることから、そのエ

ビデンスと key factors を整理した。Healthy Ageing に関する重要課題である認知症に関して、

日本の Age and Dementia Friendly Cities に関する活動を整理して、国際発信すべき取り組み

やツールを確認した。さらに、災害時の高齢者の保健対策において、近年の大規模災害から多く

の教訓とエビデンスを得た日本の知見を取りまとめた。H29 年度はこれらの知見もとに、WHO

の会合参加 2 回、その他の国際会議・シンポジウムでの報告 15 回などの活動を行った。 

次年度はこれらの結果を英文の雑誌論文・書籍刊行・ウェブサイトでの情報提供を進める。ま

た、JAGES の別プロジェクトで進めているミャンマーやマレーシアでの JAGES 調査と社会実

装のプロジェクトと協力して推進すること、WHO 等の会合に継続的に参加することなどによ

り、国際的な貢献を本格化させる。 
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として「高齢化と健康に関する世界戦略と

行動計画」の策定を進めている。  

日本は高齢者保健に関して先進的な取り

組みをしてきた。公的介護保険制度や後期

高齢者医療制度、最近では地域包括ケアシ

ステムの推進、認知症施策総合戦略の策定

などである。ところが、言語等の壁により

その経験や制度、政策に資するエビデンス

はあまり諸外国に知られておらず、WHO

をはじめとした国際機関におけるプレゼン

スも高いとは言い難い。  

申請者らはこれまで、全国約 30 の自治

体と連携して日本老年学的評価研究

（JAGES）を進めてきた。この研究を基盤

として日本の高齢者保健、特に介護予防や

健康格差対策の面で研究と実践をけん引し

てきた。大規模な住民調査を 2003 年から

継続し、2016 年には 5 回目の調査を実施

して 5 時点の追跡データセットを作成し

た。JAGES により、地域づくり型の介護

予防施策や行政保健師のスキル育成法に関

する実証研究や、地域における官民参加型

研究を推進し、上記 WHO レポートの作成

に大きく貢献した WHO 神戸センターとも

共同してきた。そのノウハウや成果は「地

域包括ケア見える化システム」のひな形と

して活用され、また、日本医療開発研究機

構「介護予防活動のための地域診断データ

の活用と組織連携ガイド」等の研究班出版

物として発信されている。  

本研究は、上記のような申請者らの実績

と専門性を生かして日本の高齢者保健に関

する施策や取り組み、政策に資するエビデ

ンスをレビューして国際的に発信するとと

もに、WHO の「高齢化と健康に関する世

界戦略」策定など、国際的な議論の場へ積

極的に参加すること、関連する海外の研究

チームや実務機関との連携を深めること

で、高齢化に関する公衆衛生施策における

国際的議論をリードする礎を作ることを目

的とする。  

 

Ｂ．研究方法  

 研究事業初年度である２９年度は、以

下の５つのテーマについて、関連する国内

の取り組み・実証研究成果をレビューし整

理した。また JAGES 研究班の学術的成果

や高齢者保健に関するツールのうち、国際

的に有益なものを英語で国際発信するため

の準備を進めた。WHO 等の高齢化戦略に

関する国際会議へ参加して動向を把握し、

また関係者とのネットワーキングを進め

た。  

 

１．Healthy Ageing 戦略への日本の貢献可

能性と課題の整理（担当：近藤尚己）  

２．日本老年学的評価研究の国際発信に向

けた研究（担当：近藤克則）  

３．Age and Dementia Friendly Cities に関

する研究（担当：尾島俊之）  

４．災害のフェーズと高齢者における健康

の社会的決定要因：国際発信に向けた

実証とエビデンスのレビュー（担当：

相田潤）  

５．JAGES プロジェクトによる大規模縦

断研究に基づく高齢者の健康長寿の関

連要因に関する主要な知見（担当：斉

藤雅茂）  

 

（倫理面への配慮）  

個人を対象とする調査ではないため、倫

理審査の対象外と判断した。   

 

Ｃ．研究結果と考察  
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１．Healthy Ageing 戦略への日本の貢献可

能性と課題の整理（近藤尚己）  

2017 年に WHO が出版した高齢者のた

めの包括ケアガイドライン Integrated care 

for older people（ICOPE） : Guidelines on 

community-level interventions to manage 

declines in intrinsic capacity をレビューし、日

本からさらに貢献でき、今後発信していく

べきことは何か、ICOPE から日本が学ぶべ

きことは何かを明らかにした。  

WHO の Healthy Ageing 戦略は社会環境

への介入を意識するものとなっているが、

ICOPE 自体は二次予防の概念に基づく個別

の高齢者へのケア（ハイリスクアプロー

チ）のレビューと活動の推奨にとどまって

いた。高齢者のケアにおいて一次予防の重

要性は WHO も重視していることから、今後

は一次予防のケアの標準化もあってしかる

べきと思われる。その点において、「まちづ

くり」による通いの場事業などの介入、す

なわち一次予防に重点が置かれている日本

の地域包括ケアの概念やその具体的な取り

組み、及び高齢者の健康格差対策に関する

エビデンスが参考になると思われ、今後の

積極的な発信をすべきと考えた。  

一方、年齢差別に関するアドボカシー

や、低下した感覚器機能への補助技術（補

聴器など）への公的補助がない日本の制度

については WHO の世界戦略を受けて議論す

べき項目であると考えられた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．日本老年学的評価研究の国際発信に向

けた研究（近藤克則）  

日本における高齢者を対象とした日本老

年学的評価研究 Japan Gerontological 

Evaluation Study（JAGES）の研究方法や研

究成果を、国際発信することを目的とし

た。国際共同研究を推進する中で、JAGES

の持つ特徴などを明らかにし、JAGES デ

ータ利用の手引き・ウェブサイトの英語化

を進め、研究成果を海外に紹介するための

書籍の企画を行った（図１）。（資料１：

JAGES のエビデンス集、資料２：JAGES

の概要スライド英語版） 

その結果、WHO 神戸センターや日本医

療研究開発機構（AMED）の研究助成を受

けた研究が始まり Translational Research

WHO：ICOPE と日本の地域包括ケア

の取り組みとの類似点・相違点に関す

るレビュー成果のまとめ  

 類似点  

地域コミュニティにおいて、多様な部

署や職種が連携してケアを提供する

「integrated care」の概念にもとづいて

いる  

 日本の地域包括ケアにあり ICOPE

でカバーされていない事項  

地域環境にアプローチする一次予防的

ケアのエビデンスや具体的な推奨事項  

 ICOPE から日本の高齢者保健制度

が学ぶべきこと  

Intrinsic capacity（個人の内在する能

力）を引き出すための補助的ツール

（補聴器等）使用への社会的補助の制

度・ageism(年齢差別)の視点での現状制

度の検討と見直し  
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（TR）橋渡し研究が特徴であること、手

引きやウェブサイトの英語版の草稿がで

き、書籍の企画が、スプリンガー社の企画

会議で承認され、2018 年度の出版に向け

て企画を進めることとなった。  

以上のように、国際発信に向けた準備が

進んだ。  

 

３．Age and Dementia Friendly Cities に関

する研究（尾島俊之）  

日本における認知症対策の取り組み等で

国際的に発信すべきことをまとめることを

目的として、医学中央雑誌、Google によ

る検索等により、日本語で発表されている

日本における認知症対策の取り組みについ

てレビューを行うとともに、「認知症の人

にやさしいまち指標」に関する研究の概要

をまとめた。日本において 1970 年代頃か

ら認知症に焦点をあてた対策が行われるよ

うになった。認知症サポーターキャラバン

や、認知症カフェ等が広く行われるように

なっている。また、交通事業者での取り組

みなど社会環境を対象とした取り組みも始

まっている。さらに「認知症にやさしいま

ち指標」が開発され今後の活用が期待され

る。  

 

４．災害のフェーズと高齢者における健康

の社会的決定要因：国際発信に向けた

実証とエビデンスのレビュー（相田

潤）  

世界中で災害は大きな被害を発生させて

いる。防災や災害対応を考える際に、災害

の発生前（準備期）、発生中と発生直後

図１ JAGES のキーファクター  
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（対応期と緩和期）、発生後（復興期）の

それぞれのフェーズについて考慮する必要

がある。本研究では減災に有効である可能

性が示唆されているソーシャル・キャピタ

ルおよび社会経済的に大きな影響を与える

震災の被害を中心とした社会的決定要因の

災害のフェーズごとの役割を、災害前から

スタートした前向きコホート研究：JAGES

のレビューから実証を行った（資料３：関

連シンポジウムでの発表資料）。 

準備期については、災害前の人々の地域

でのつながりが災害後の心的外傷後ストレ

ス障害（PTSD）発生や中期的な死亡を減

らすことが示された。対応期と緩和期につ

いては、仮設住宅に震災前のつながりが保

たれるよう集落ごとに近くに入居した場合

に、ソーシャル・ネットワークやサポート

が維持されることが示された。復興期に関

しては、災害の被害が精神的および身体的

な健康に影響を及ぼすこと、住宅の種類が

健康に影響を及ぼすこと、災害前後のつな

がりが認知症発生に影響すること、運動が

災害後の抑うつリスクを低下させることが

示された。  

これらの研究から、準備期から復興期ま

でソーシャル・キャピタルを含めた社会的

決定要因を考慮した災害対策の必要性が示

された。  

 

５．JAGES プロジェクトによる大規模縦

断研究に基づく高齢者の健康長寿の関

連要因に関する主要な知見（斉藤雅

茂）  

WHO (2017)による「健康長寿に関する

行動の 10 年にむけた 10 の優先課題（10 

Priorities for a Decade of Action on Healthy 

Ageing）」では、ライフコースを通じた健

康格差生成の分析的なレビューが必要だと

指摘している。本研究では、日本の高齢者

を対象した大規模縦断研究の１つである

JAGES プロジェクトの成果を国際的に発

信するために、これまでに蓄積されたエビ

デンスの収集・整理を行った。本プロジェ

クトでは、これまでに高齢者への縦断調査

データ（パネルデータないしコホートデー

タ）に基づく学術論文が 55 編報告されてい

た。そのうち、要介護度をアウトカムにした

ものが 25 編、死亡が 14 編、抑うつ傾向が 9

編、IADL が 3 編であった。心理・精神的健

康や口腔の状態だけでなく、社会参加や社会

関係・ソーシャルサポート、ライフコースを

通じた社会経済的地位、被災に伴う住環境等

の喪失、居住地域の市民参加や社会的凝集

性、互酬性などのソーシャル・キャピタルが

高齢者の健康長寿と密接に関連しており、ユ

ニバーサル・ヘルス・カバレッジが阻まれた

結果として日本の高齢者において健康格差が

生じていることを示すエビデンスは蓄積され

つつあることが確認された。 
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＜今年度の国際発信活動のまとめ＞  

 以上のレビュー成果を踏まえた国際発

信活動について、今年度の実績は以下の

とおりである。  

 

・2017 年より、WHO の Healthy Ageing

戦略策定のための専門家コンソーシア

ム：the WHO Clinical Consortium on 

Healthy Ageing にメンバーとして参加

（近藤尚己）  

 

・2017 年 4 月 12 日 ロンドンで開催さ

れた AMED Symposium on Healthy and 

Active Ageing: Public involvement to 

translate research into policy development 

and implementation にて、JAGES の

knowledge translation の経験を報告（近藤

克則・近藤尚己）  

 

・2017 年 5 月 3－4 日 メキシコシティ

で開催された WHO の Healthy Ageing 戦

略の進捗確認指標 10 mid-term progress 

indicators 開発のためのワークショップ

（TECHNICAL WORKSHOP ON 

AGEING）に参加。日本の高齢化施策の

状況報告をした（資料４：発表資料）。

成果物は 2018 年 5 月の World Health 

Assembly に合わせて出版された。（近藤

尚己ほか協力者）1（資料５）  

 

・2017 年 5 月 16－17 日 ジュネーブで

開催された WHO の Healthy Ageing に関

する STAKEHOLDER MEETING で座長

を担当（近藤尚己）  

 

・2017 年 6 月 7－9 日 フィンランド・

図２．JAGES（AGES）プロジェクトによる調査の概況 
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スウェーデンでのシンポジウム Annual 

Meeting of the International Society for 

Social Capital Research）で JAGES の成果

を報告(近藤尚己・近藤克則) 

 

・2017 年 6 月 12 日 リトアニア ISM 

University of Management and Economics

で招待講演：JAGES の成果を報告（近藤

尚己）  

 

・2017 年 8 月 19－22 日 埼玉で開催さ

れた World Congress of Epidemiology で 3

つのシンポジウムを開催。JAGES の成果

を報告（近藤尚己・尾島俊之・相田潤）  

 

・2018 年 3 月 上記の WHO メキシコ会

合で作成した 10 mid-term progress 

indicator に基づく WHO から厚生労働省

宛に依頼のあったアンケート（Indicators 

to monitor implementation of the WHO 

Global Strategy and Action Plan on Ageing 

and Health）への回答を支援（近藤尚

己）。同結果をまとめた WHO の Progress 

Report は 2018 年 5 月の World Health 

Assembly に合わせて出版された 2。  

 

・New Project Featuring Japan’s Good 

Practice in Research-to-Action for Healthy 

ageing として、WHO 神戸センター 

website(http://www.who.int/kobe_centre/me

diacentre/jages/en/)で紹介された。  

 

その他、国立台湾大学と東京大学の医学部

の交流会議・Seoul National University で開

催された Social Determinants of Health に関

する国際会議での講演・英国大使館で開催さ

れた AMED の Translational Research の国際

会議での発表と英国研究者との意見交換・東

京で開催されたハーバード大学武見国際保

健プログラム 35 周年記念講演会での口演

等（いずれも招待講演）において、日本の

高齢者施策および JAGES の研究成果につ

いて報告した（近藤尚己）。また、国際ア

ルツハイマー協会国際大会、urban health

学会国際大会で報告した（尾島俊之）。  

 

Ｄ．結論  

 以上の活動を基礎に、次年度以降さらに

国際発信を進めるとともに、ageism 等日

本の課題と思われた点について、国内での

問題提起のを具体的に進める。  

今回のエビデンスのまとめをもとに、次

年度以降英語での発信を行っていく。  

 

【引用文献】  

1. World Health Organization. Global 

strategy and action plan on ageing and 

health: 10 mid-term progress indicators 

(URL: 

http://www.who.int/ageing/commit-

action/measuring-progress/en/): World 

Health Organization; 2018. 

2. Director-General of WHO. Progress 

reports. SEVENTY-FIRST WORLD 

HEALTH ASSEMBLY A71/41 

Provisional agenda item 203 (URL: 

http://wwwwhoint/ageing/commit-

action/measuring-progress/en/). 2018. 

 

E．健康危険情報  

  該当なし。  

 

F．研究発表  

１．論文発表 

http://www.who.int/kobe_centre/mediacentre/jages/en/
http://www.who.int/kobe_centre/mediacentre/jages/en/
http://www.who.int/ageing/commit-action/measuring-progress/en/):
http://www.who.int/ageing/commit-action/measuring-progress/en/):
http://wwwwhoint/ageing/commit-action/measuring-progress/en/
http://wwwwhoint/ageing/commit-action/measuring-progress/en/
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